
金
融
分
野
に
お
け
る

「
取
組
方
針
」ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
狙
い

環
境
変
化
へ
の
対
応
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
図
る

金
融
庁　

総
合
政
策
局
総
合
政
策
課

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
企
画
調
整
室
長

　

水
谷 

剛

金
融
庁　

総
合
政
策
局
総
合
政
策
課

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
企
画
調
整
室

課
長
補
佐　

平
野 

義
隆

近
年
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
高
度
化
・
複
雑
化
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
的
な
進
展
や
国
際

的
な
議
論
の
進
展
な
ど
、金
融
分
野
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
巡
る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
環
境
変
化
に
伴
う
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
金
融
庁
は
昨
年
10
月
に
「
金
融
分
野
に
お
け
る

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
向
け
た
取
組
方
針
」
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
。
こ
の
取
組
方
針
に
基
づ
き
、

官
民
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。
本
稿
で

は
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
取
組
方
針
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
高
度
化
へ
の
課
題

特集環
境
変
化
に
対
応
し
て 

取
組
方
針
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　

金
融
庁
で
は
、
金
融
分
野
の
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
観
点
か

ら
、
２
０
１
５
年
７
月
、「
金
融
分

野
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
強
化
に
向
け
た
取
組
方
針
」
を
策

定
・
公
表
し
た
。
こ
の
取
組
方
針
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
、
金
融
分
野
の
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
の
高
度
化
・
複
雑
化
に
加
え
、

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
的

な
進
展
、
国
際
的
な
議
論
の
進
展
、

20
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
オ
リ
パ
ラ
大

会
）
の
開
催
な
ど
、
金
融
分
野
の
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
と
り
ま
く

状
況
は
、
15
年
の
取
組
方
針
策
定
時

か
ら
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
踏
ま
え
て
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た

基
本
認
識
を
踏
ま
え
、
昨
年
10
月
、

金
融
庁
で
は
取
組
方
針
の
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
を
行
い
公
表
し
た
。

デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の 

進
展
へ
の
対
応

　

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
取
組
方
針
で

は
、
対
応
す
べ
き
新
た
な
課
題
と
し

て
、
①
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

加
速
的
な
進
展
、
②
国
際
的
な
議
論

の
進
展
、
③
20
年
東
京
オ
リ
パ
ラ
大

会
の
開
催
の
３
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
金
融
分
野
で
は
、
す
で
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
核
と
し
た
業

務
や
サ
ー
ビ
ス
が
相
当
程
度
普
及
し

て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
サ
イ

バ
ー
空
間
に
お
け
る
技
術
革
新
や
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
加
速
的
に
進
展
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
こ

う
し
た
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
に
よ
り
、
図
表
の
よ
う
な
新
た
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サイバーセキュリティ高度化への課題特集
な
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
大
手
金
融
機
関
の
み
な
ら

ず
中
小
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
、
こ

う
し
た
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

流
れ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
不
可

欠
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
際
に
は
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
伴
う
リ
ス
ク
に
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
金
融
庁
で
は
、「
デ

ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ

り
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
が
発
生
し
う
る
か
」「
そ
の

リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
場
合
に
金
融

機
関
や
金
融
セ
ク
タ
ー
全
体
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
」「
そ
の

リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
」
な
ど
に
つ
い

て
、
把
握
・
分
析
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
把
握
・
分
析
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
新
た
な
実
効
性
あ
る
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
を
金
融
機
関
に

促
し
て
い
く
と
と
も
に
、
変
化
に
対

応
し
た
当
局
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
あ

り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

国
際
的
議
論
や
オ
リ
パ
ラ
大
会 

も
見
据
え
た
取
組
み

　

ま
た
、
近
年
の
世
界
的
な
サ
イ
バ

ー
攻
撃
の
高
度
化
・
複
雑
化
を
受
け

て
、
国
際
的
に
も
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
が
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
お
り
、
Ｇ
７
財
務
大
臣
・
中

央
銀
行
総
裁
会
議
な
ど
に
お
い
て
、

金
融
分
野
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。
Ｇ
７
財
務
大
臣
・
中
央

銀
行
総
裁
会
議
で
は
、
15
年
に
「
Ｇ

７
サ
イ
バ
ー
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
」
を
設
置
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
を
重
ね
て
き

た
。
16
年
以
降
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
の
国
際
的
な
基
本
原
則

を
示
し
た
「
基
礎
的
要
素
」
を
公
表

し
て
き
て
お
り
、
昨
年
10
月
に
は
、

「
脅
威
ベ
ー
ス
の
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
テ
ス
ト
（
Ｔ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）」
お
よ
び

「
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ー
（
外
部
委

託
）」
に
関
す
る
Ｇ
７
の
基
礎
的
要

素
を
策
定
・
公
表
し
た
。
19
年
に
は
、

Ｇ
７
各
国
の
当
局
が
連
携
す
る
大
規

模
な
サ
イ
バ
ー
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
事

件
・
事
故
）
に
対
す
る
国
際
的
な
合

同
演
習
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

容
易
に
国
境
を
ま
た
ぐ
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

に
お
い
て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
国

際
的
に
協
調
し
て
対
応
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
金
融
庁

に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
Ｇ
７
財
務

大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
を
は
じ

め
と
す
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
国
際
協
調
の
議
論
に
対
し

て
、
各
国
当
局
と
連
携
し
つ
つ
貢
献

・
対
応
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
20
年
東
京
オ
リ
パ
ラ
大

会
の
開
催
を
控
え
、
わ
が
国
の
金
融

分
野
を
含
む
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者

等
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
規
模
イ
ン
シ
デ
ン
ト

の
発
生
に
備
え
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
危
機
管
理
態
勢
の
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
昨
年
７
月
に
は
、
政
府

全
体
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

関
す
る
基
本
方
針
で
あ
る
「
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
」
が
改
訂
さ

れ
、
新
た
な
戦
略
の
も
と
、
20
年
東

京
オ
リ
パ
ラ
大
会
に
向
け
て
、
政
府

一
丸
と
な
っ
て
、
金
融
分
野
を
含
め

た
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
の
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

方
針
を
踏
ま
え
、
金
融
庁
で
は
、
20

年
東
京
オ
リ
パ
ラ
大
会
を
見
据
え
た

金
融
分
野
の
連
携
態
勢
を
整
備
す
る

た
め
、
関
係
省
庁
、
日
本
銀
行
、
業

界
団
体
、
金
融
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
や
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
一
層

緊
密
に
し
、
大
規
模
イ
ン
シ
デ
ン
ト

発
生
に
備
え
た
金
融
分
野
の
危
機
管

理
態
勢
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
踏
ま
え
た 

施
策
の
推
進

　

金
融
分
野
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る

〔図表〕 顕在化することが考えられる新たなリスク

◦�新たなプレーヤーとの連携、既存業務の外部委託等の進展によるサードパー
ティー（外部委託）リスク
◦�ＩＴシステムの停止がビジネスそのものの業務継続に直接影響を与えるおそ
れ（ＩＴリスク管理から危機管理の視点）
◦�あらゆるシステムがつながることにより、単一障害点を発端に連鎖的に影響
が広範囲に及ぶリスク（最悪の場合は決済機能不全に陥ることも）
◦�特定の事業者や技術への依存度が高まることによる集中リスク（例えばクラ
ウド）
◦�ＡＩ等のテクノロジーを悪用し、新たな攻撃手法を生み出すことで、既存の
対策では検知・対応できなくなるおそれ

（出所）　金融庁「金融分野におけるサイバーセキュリティ強化に向けた取組方針」（18年10月）
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た
め
に
は
、
新
た
な
課
題
へ
の
対
応

に
加
え
、
15
年
に
策
定
し
た
取
組
方

針
に
基
づ
く
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
踏
ま
え
て
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
以
下
で

は
、
金
融
分
野
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
に
向
け
た
対
策
を
、
①

平
時
の
サ
イ
バ
ー
対
策
（
サ
イ
バ
ー

攻
撃
へ
の
備
え
）、
②
イ
ン
シ
デ
ン

ト
対
応
（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
の

適
切
な
対
応
）、
③
情
報
共
有
、
④

人
材
育
成
│
│
に
区
分
し
て
概
説
す

る
。

①
平
時
の
サ
イ
バ
ー
対
策

　

15
年
の
取
組
方
針
公
表
以
降
、
金

融
庁
は
、
中
小
金
融
機
関
を
中
心
に

２
０
０
先
を
超
え
る
金
融
機
関
に
対

し
て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

に
係
る
実
態
把
握
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
３
メ
ガ
バ
ン
ク
や
業
界
団
体

と
の
対
話
を
進
め
て
き
た
。

　

中
小
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
依

然
と
し
て
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
の
基
礎
と
な
る
リ
ス
ク
評
価

を
実
施
し
て
い
な
い
先
や
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
対
応
の
基
礎
と
な
る
コ
ン
テ

ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
プ
ラ
ン
（
イ
ン
シ

デ
ン
ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
整
備

し
て
い
な
い
先
が
見
ら
れ
た
。
リ
ス

ク
評
価
と
は
、
ま
ず
保
有
す
る
情
報

資
産
、
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用
の
状
況
を
踏

ま
え
、
自
組
織
の
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク

を
特
定
・
評
価
す
る
も
の
で
あ
り
、

必
要
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
進
め
る
う
え
で
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
中
小
金
融
機
関
に
つ

い
て
は
、
こ
う
し
た
基
礎
的
な
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
態
勢
の
整

備
に
よ
り
、
業
界
全
体
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
20
年
東
京
オ
リ
パ
ラ
大
会

の
開
催
に
関
連
し
て
想
定
さ
れ
る
リ

ス
ク
を
見
据
え
て
、
リ
ス
ク
評
価
に

基
づ
く
対
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り

そ
の
実
効
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
業
界
団

体
等
と
の
対
話
や
実
態
把
握
な
ど
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
態
勢
整
備
の

加
速
を
促
し
、
効
果
的
に
業
態
全
体

の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
。

　

大
手
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
中
核
を
担
う

３
メ
ガ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
こ
れ

ま
で
定
期
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
継

続
的
に
議
論
を
重
ね
て
き
た
。
こ
う

し
た
な
か
、
３
メ
ガ
バ
ン
ク
で
は
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
能
力

を
も
う
一
段
引
き
上
げ
る
た
め
、
よ

り
高
度
な
評
価
手
法
と
し
て
脅
威
ベ

ー
ス
の
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト

（
Ｔ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）
の
活
用
を
進
め
る
な

ど
、
一
層
の
高
度
化
に
向
け
て
相
応

の
進
展
が
見
ら
れ
る
。
大
手
金
融
機

関
に
対
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
業

務
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏

ま
え
、
海
外
大
手
金
融
機
関
の
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
や
国
際
的
な
議
論

の
動
向
を
念
頭
に
置
い
た
対
話
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
一
層
の
高

度
化
を
促
し
て
い
く
。

②
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
高
度
化
・
複
雑

化
す
る
中
で
、
日
々
進
化
す
る
あ
ら

ゆ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
検
知
し
防
御

す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
攻
撃

を
受
け
た
あ
と
の
対
応
が
重
要
と
な

る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
演
習
を
通
じ
て
、

コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
対
応
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、
対
応
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
金
融
庁

で
は
毎
年
、
特
に
中
小
金
融
機
関
の

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
底

上
げ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
金
融
業
界
横
断
的
な
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
演
習
」（D

elta W
all

）

を
実
施
し
て
き
た
（
囲
み
記
事
参

照
）。
今
後
と
も
、
金
融
機
関
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対

応
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
重
要

な
ツ
ー
ル
と
し
て
継
続
的
に
実
施
し

て
い
く
。

③
情
報
共
有
の
枠
組
み
の
実
効
性
向

上
　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

は
、
自
ら
の
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
き

必
要
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
実
施
す
る
「
自
助
」
の
取
組
み

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
た
だ
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
高

度
化
・
複
雑
化
す
る
中
で
、
こ
う
し

た
「
自
助
」
を
効
果
的
・
効
率
的
に

進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
金
融
機
関

同
士
で
情
報
共
有
・
分
析
を
行
う

「
共
助
」
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
金
融
庁
と
し
て
、
金

昨年10月に実施した「金融業界横断的なサ
イバーセキュリティ演習（Delta Wall Ⅲ）」
の様子。
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サイバーセキュリティ高度化への課題特集
融
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｃ
等
の
情
報
共
有
機
関
を

活
用
し
た
「
共
助
」
の
意
義
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
金
融
機
関
に
周
知
し

て
い
く
こ
と
に
加
え
、
金
融
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｃ
へ
の
加
盟
が
地
理
的
・
人
的
・
金

銭
的
に
難
し
い
と
の
一
部
中
小
金
融

機
関
の
意
見
も
踏
ま
え
、
金
融
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｃ
や
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
等
と
も
連
携
し
、

「
共
助
」
の
取
組
み
の
第
一
歩
と
な

る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
情
報
共
有

を
推
進
し
て
い
く
。

④
金
融
分
野
の
人
材
育
成
の
強
化

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
に

つ
い
て
は
、
金
融
分
野
の
み
な
ら
ず

わ
が
国
全
体
と
し
て
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
人
材
の
確
保
の
ほ
か
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解

の
促
進
や
ス
キ
ル
向
上
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
金
融

機
関
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
を
進
め
る
た
め
に
は
、「
経
営

層
」
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
特
に
中
小
金
融
機
関
に
お
い
て

は
、
依
然
と
し
て
経
営
層
の
意
識
や

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
理

解
が
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
金
融
庁
の
実
態
把

握
に
お
い
て
も
、
金
融
機
関
に
お
け

る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の

進
み
具
合
と
経
営
層
の
関
与
度
合
い

に
は
大
き
な
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。
金
融
分
野
の
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
底
上
げ
の

た
め
に
は
、
経
営
層
の
意
識
向
上
が

必
須
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
金
融
庁
で
は
、
財
務

（
支
）
局
と
も
連
携
し
、
金
融
機
関

の
経
営
層
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
各
地

域
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
金
融
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｃ
や
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
等
の
関
係
機
関

の
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
も
積

極
的
に
講
師
を
派
遣
し
、
経
営
層
に

対
し
て
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ

の
意
識
啓
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、

金
融
分
野
の
人
材
育
成
の
強
化
に
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

み
ず
た
に　

つ
よ
し

95
年
大
蔵
省
入
省
。
金
融
庁
総
務
企

画
局
企
業
開
示
課
課
長
補
佐
、
滋
賀

大
学
経
済
学
部
准
教
授
、
滋
賀
県
湖

南
市
総
合
政
策
部
理
事
な
ど
を
経
て
、

18
年
7
月
か
ら
現
職
。
リ
ス
ク
分
析

総
括
課
を
兼
務
。

ひ
ら
の　

よ
し
た
か

03
年
金
融
庁
入
庁
。
16
年
総
務
企
画

局
政
策
課
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
企
画
調
整
室
係
長
、
17
年
7
月

か
ら
現
職
。
リ
ス
ク
分
析
総
括
課
を

兼
務
。

　

昨
年
10
月
、
取
組
方
針
に
基
づ

き
、
特
に
中
小
金
融
機
関
の
イ
ン

シ
デ
ン
ト
対
応
能
力
の
底
上
げ
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
金
融
庁
主

催
に
よ
る
３
回
目
の
「
金
融
業
界

横
断
的
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
演
習
（D

elta W
all Ⅲ

）」
を

実
施
し
た
。
今
回
の
演
習
は
、
銀

行
、
協
同
組
織
金
融
機
関
、
保
険
、

証
券
、
貸
金
業
者
に
加
え
、
昨
今

の
脅
威
動
向
を
踏
ま
え
、
新
た
な

業
態
と
し
て
Ｆ
Ｘ
業
者
、
仮
想
通

貨
交
換
業
者
を
対
象
に
追
加
し
、

計
１
０
５
社
が
参
加
し
た
。

　

本
演
習
は
机
上
演
習
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
る
。
演
習
を
通
じ
て

イ
ン
シ
デ
ン
ト
発
生
時
に
お
け
る

金
融
機
関
内
外
の
情
報
連
携
に
係

る
対
応
態
勢
や
手
順
が
十
分
で
あ

る
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
民
間
の
専
門
家
の
知
見
や

攻
撃
の
実
例
分
析
な
ど
を
参
考
に

し
つ
つ
、
金
融
機
関
が
見
逃
し
や

す
い
弱
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、
参

加
者
が
「
気
づ
き
」
を
得
ら
れ
る

内
容
で
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

経
営
層
や
多
く
の
関
係
部
署
が
参

加
で
き
る
よ
う
、
会
場
集
合
方
式

で
は
な
く
、
自
職
場
参
加
方
式
を

採
用
し
て
い
る
。

　

今
回
の
演
習
は
10
月
22
日
〜
26

日
に
、
業
態
別
に
シ
ナ
リ
オ
を
変

え
て
５
日
間
に
分
け
て
実
施
し
た
。

10
月
22
日
に
実
施
し
た
地
方
銀
行

・
第
二
地
方
銀
行
向
け
の
演
習
で

は
、
前
回
ま
で
の
演
習
結
果
に
お

け
る
成
熟
度
を
踏
ま
え
、
よ
り
実

践
的
で
難
易
度
の
高
い
、
シ
ナ
リ

オ
の
骨
子
を
事
前
開
示
し
な
い
ブ

ラ
イ
ン
ド
方
式
を
採
用
し
た
。

　

今
後
、
参
加
金
融
機
関
が
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
つ
つ
対
応

能
力
の
向
上
を
図
れ
る
よ
う
、
演

習
結
果
の
事
後
評
価
を
還
元
す
る

と
と
も
に
、
業
界
全
体
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

業
界
全
体
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い

く
。

金
融
業
界
横
断
的
な

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
演
習
の
実
施
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